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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・11 月 3 日創立記念写真撮影について

日 時 ： 11 月 3日（ 火）

時 間 ： 1回目 集合 9時 15 分　撮影 9時 25 分

2回目 集合 10 時　　 撮影 10 時 10 分 
場 所 ： 南山苑前（小雨決行）
対象者 ： 職員全（パート・非常勤を除く）※ 私語厳禁

・10月16日　大規模災害訓練実施
※詳細は随時お知らせしていきます。
・暖房使用について
20℃下回る状態ならエアコンの使用可能(24～25℃設定)
床暖房は10月16日より使用
＜院内研修＞
令和2年度　第6回院内研修を下記の日程で実施します。
　日　時：10月20日（火）・21日（水）17:15～18:15
　場　所：メンタル3階会議室
　テーマ：｢感染対策(インフルエンザ・ノロ)｣
　講　師：感染対策管理委員会　　委員長　成田　春佳Ns
　

〈看護グループ内研修〉
日　時：10月　15日（木）13：15～
場　所：2階　会議室
テーマ：救急対応
対　象：全スタッフ
講　師：澁谷　JGM　
日　時：10月　13日（火）13：15～

 場　所：2階　会議室

テーマ：精神科現場における暴力対応

 対　象：初級者、中級者（対象スタッフ以外の希望者も参加可）

 講　師：成田　NS　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜書類等の作成及び点検について＞
・10月分の医師評価が必要な疾患別診療計画書は9/25（金）までに鳥谷部に提出の事。

『疾患別診療計画書・LASMI・転倒評価の作成について』

・２人一組の担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成、電子カルテへの登録が済んでいるかを
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田確認し、お互いに協力して期日までに終了する。LASMI等の評価も同様に行っていく。
＊LASMI、転倒転落評価は年1回（2月評価）へ変更。ただし、新規利用者は8月に評価を行うこととする。
『記録・マニュアル等の点検について』
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
デイケア：久保・鳥谷部　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も　
デイナイトケア：藤田・戸賀沢

＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載の有無
＊日誌と電子カルテの出席に漏れが無い様、毎日のチェックと毎月の確認を行っていく。
・通所の各種マニュアルの更新
＜利用者様情報＞

デイケア
・大下　伸治様　～特定相談員より情報提供あり。10/15（木）10時より就労継続支援B型事業所「クレサンサマム」にてサービス者担当会議予定との事。会議では就労頻度とデイケア利用について話し合う予定。表情が冴えないため、スタッフが声をかけると「ちょっと疲れてます」と返答している。仕事によるものかと問うと「そうです」と話し、仕事の疲労か続いているとのこと。余暇時はホール端に座って休んでいることが多い。
・赤坂　静子様　～現在体験利用を繰り返し実施しており、今週水曜日より正式利用を検討していた。母様より電話があり、デイケアで対人面のトラブルがあったとの事。詳細を確認すると、先週水曜日の体験利用で特定利用者様（中村　与一郎様）との会話で「自分も人に言いたい事を言えない。」との言葉に同感はしてくれたものの、特定利用者様（川口　八寿子様）に対して「傷つくような事を言う。」と言う内容を赤坂様は言っていないが中村様が川口様にそのように言った様子で、後から川口様から赤坂様に電話があり、強い口調で言われ、デイケアに行きたくないと話していると言う。まずは今週は予定通りに来所して頂き、今後の話をして利用開始を延期するかどうか決める事して終話している。

デイナイトケア
・古川　富蔵様　～青風荘より情報提供あり。昨日で皮膚科から処方された内服薬が飲み切りで終了となったとの事。下肢の発赤や腫脹は無く本日より通所再開となる。下肢に負担を掛けない様に必要時はエレベーターを使用したり、足を組むことはせず、長座位で過ごす様にとのこと。本日のデイナイトケアでは来所後すぐ久しぶりに会う利用者様やスタッフに対し挨拶を行い笑顔が観察されている。運動療法には下肢に負担がかかり過ぎない様に自制して参加しており、痛み等の訴えは聞かれていない。

・岩城　敏夫様　～青風荘より情報提供あり。10/11(日)朝食時間になっても食事に来ないため様子を見に行くと、右手第1指、第2指から指の付け根の周辺が青く内出血し、腫れているため、状況を尋ねると転倒し、右手と左頬をぶつけたと話している。バイタル測定実施、BP123/74mmHg、P82回/分、右手の痛みを訴えておりクーリング実施いるが、左頬は擦過傷など確認されず。また、入浴日であったが拒否あり更衣のみ実施、その際他に外傷等がないか確認すると、左膝の外側に発赤が確認されている。夜間も痛みと腫脹が継続しており、引き続きクーリング実施している。本日はデイナイトケア欠席し、くどう整形外科受診、レントゲン撮影にて右中指骨骨折の診断で、手術はせず3～4週間程で骨は固まるでしょうとのことで、手首からギプス固定しており、処方はなし、次回受診は10月19日(月)。今週は入浴禁止、デイナイトケア利用は可能だが、運動は不可、指は動かしても良いが、物を持つのは禁止とのこと。
・繁名　和恵様　～青風荘より情報提供あり。本日朝食後、腹痛の訴えあり、服薬希望しているが、朝食後薬服用して様子を見るように伝えると服用せずにいる。来所後、9時に吐き気の訴えが聞かれナウゼリン1錠服用している。9：30に吐き気について尋ねると、「吐き気は治まったが、口の中が血の味がする」と話し、うがいをしている。運動療法後、「知らない声で自分のことを知ったかぶりして話しているのが聞こえてくる」と話しているが、「幻聴だから気にしないようにする、計算とかやってれば気にならないよね」と話し、早めに作業療法の計算問題に取り組んでいる。

ショートケア
・高杉　晴樹様　～主治医の勧めがあり年9月7日デイケア見学、9月28日に体験利用を実施。昼夜逆転傾向であり、生活リズムを整えるためにショートケアの希望があり、本日よりショートケア利用開始となる。一人離れた場所で読書をして過ごしている。
<青明舎・グルホ情報>
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